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平成 21 年 10 月 30 日 

各  位 

会 社 名 横 浜 丸 魚 株 式 会 社 

代 表 者 名 代表取締役社長 岩瀬 一雄 
（ＪＡＳＤＡＱ・コード番号 8045） 

問い合わせ先 常務取締役   芦澤 豊 
（ＴＥＬ 045-459-2921） 

 
繰延税金資産の取り崩し及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 平成22年３月期第２四半期累計期間において見込まれる繰延税金資産の取り崩しについてお知らせいたします。

また、最近の業績動向を踏まえ、平成 21 年５月 19 日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしますので、

併せてお知らせいたします。 

 

記 

１．繰延税金資産の取り崩しについて 

新しい会計監査人の指導の下、より健全な財務内容を求め繰延税金資産の回収可能性を慎重に検討した結

果、第２四半期累計期間に約１億円の繰延税金資産を取崩し、法人税等調整額に計上する見込みです。 

 

２．業績予想について 

(1)平成 22年３月期第２四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成 21年４月１日～平成 21年９月 30日） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

１株当たり

当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円銭

前 回 発 表 予 想(Ａ) 40,000 △50 50 50 7.56

今 回 修 正 予 想(Ｂ) 34,255 △102 5 △43 △6.56

増 減 額(Ｂ－Ａ) △5,745 △52 △45 △93 －

増 減 率(％) △14.4 － △90.0 － －

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成 21 年３月期第２四半期) 
39,313 △243 △74 △42 △6.29

 

(2)平成 22 年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 21 年４月１日～平成 22 年３月 31 日） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

１株当たり

当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円銭

前 回 発 表 予 想(Ａ) 80,000 100 250 200 30.25

今 回 修 正 予 想(Ｂ) 75,000 50 200 50 7.56

増 減 額(Ｂ－Ａ) △5,000 △50 △50 △150 －

増 減 率(％) △6.3 △50.0 △20.0 △75.0 －

(ご参考)前期実績 

(平成 21 年３月期) 
79,642 △175 146 △56 △8.42
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(3)平成 22 年３月期第２四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成 21 年４月１日～平成 21 年９月 30 日） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

１株当たり

当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円銭

前 回 発 表 予 想(Ａ) 24,000 △50 50 50 7.56

今 回 修 正 予 想(Ｂ) 20,655 △59 43 △65 △9.94

増 減 額(Ｂ－Ａ) △3,345 △9 △7 △115 －

増 減 率(％) △13.9 － △14.0 － －

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成 21 年３月期第２四半期) 
23,299 △113 23 32 4.76

 

(4)平成 22 年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成 21 年４月１日～平成 22 年３月 31 日） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

１株当たり

当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円銭

前 回 発 表 予 想(Ａ) 49,000 50 200 200 30.25

今 回 修 正 予 想(Ｂ) 45,000 10 150 50 7.56

増 減 額(Ｂ－Ａ) △4,000 △40 △50 △150 －

増 減 率(％) △8.2 △80.0 △25.0 △75.0 －

(ご参考)前期実績 

(平成 21 年３月期) 
47,653 △108 115 42 6.35

 

３．修正理由 

平成 22 年３月期第２四半期連結累計期間においては、昨年 10 月より続く世界規模の経済低迷により、国

内においても個人所得の減少や雇用環境の悪化から、個人消費の低迷や極端な低価格志向が進み、経済環境

の悪化が続く厳しい環境で推移しました。 

 

 平成22年３月期第２四半期連結累計期間連結業績における売上高は、水産物卸売事業が27,893百万円（前

年比△11.5％、3,625 百万円減）、水産物販売事業が 6,216 百万円（前年比△18.7％、1,425 百万円減）とな

り当初予想を下回ることとなり、利益率の改善や経費削減に努めましたが、中核事業の売上減少による売上

総利益の減少をカバーすることが出来ず、営業損失 102 百万円、経常利益５百万円となり、当四半期純損失

は繰延税金資産の見直しにより法人税等合計が増加し、43 百万円となり当初予想を下回る見込みです。 

 

平成 22 年３月期第２四半期累計期間個別業績は、数量の減少（前年比△8.0％）と単価安（前年比△3.7％）

により、売上高は 20,655 百万円（前年比△11.3％、2,643 百万円減）となり当初予想を下回ることとなり

ました。利益率の改善や経費削減により、営業損失 59 百万円、経常利益 43 百万円となり当初予想より若干

の下回りに止めましたが、当四半期純損失は繰延税金資産の見直しにより法人税等合計が増加し、65 百万

円となり当初予想を下回る見込みです。 

 

 平成 22 年３月期通期業績につきましても、下期における景気回復は見込めず厳しい環境で推移すると予

想し、連結業績予想を修正しております。 

個別業績予想についても、連結業績予想と同様の理由により修正しております。 

 

※本資料に記載されている業績予想等は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提

にもとづいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

以  上 


